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ボ レ 1208」 の 電文 は 発せ ら こ o 


満 を 持 し て 、 日 本 機動 部 隊 は 米 太平 洋 艦隊 の 本 拠 地 真珠 湾 に 
奇襲 作戦 を 開始 。 戦艦 8 隻 を 撃沈 し 、 日 本 海軍 未 堂 有 の 大 戦果 を 上 げた 。 


1941 年 月 2 日 早朝 、 南雲 忠一 中 将 率 いる 機動 
部 隊 は 択捉 島 の 単 冠 湾 を 出港 し た 。12 月 | 日 に は 
日 付 変更 線 を 越え て 東進 し て いる 。 

12 月 2 日 午後 8 時 、 機 動 部 隊 旗 艦 で ある 空母 赤 
城 」 は 暗号 電文 「 ニ イタ カヤ マ ノ ボ レ 1208」 を 受信 し 
た 。12 月 8 日 午前 零 時 を 期し て 、 作 戦 を 開始 せよ 
と いう 暗号 文 で あっ た 。12 月 7 日 午前 7 時 機動 部 
隊 は ハワイ の 哨戒 圏内 に 侵入 し た 。 南雲 中 将 は 旗 
艦 赤城 に DG 旗 を 掲げ た 。 そ の 旗 の 意味 する と ころ 
は 、「 皇 国 ノ 興 廃 此 一 江 ニ アリ 。 各 員 一 層 奮 励 努 力 
セヨ 」 で あっ た 。 

12 月 7 日 午前 5 時 30 分 、 機動 部 隊 は 攻撃 隊 に 先 
立っ て 債 察 機 を 出し 、 真珠 湾 に は 戦艦 9 隻 、 重 巡 

| 隻 、 軽 巡 6 隻 が 停泊 し て いる こと を 確認 し た 。 

午前 5 時 55 分 、 機 動 部 隊 は オア フ 島 の 北方 250 海 
里 に 達し 、 南 圭 中 将 は 湯田 美津 雄 中 佐 率い る 第 一 
次 攻撃 部 隊 を 発進 させ た 。 さ ら に 午前 7 時 05 分 、 
機動 部 隊 が オア フ 島 か ら 200 海 里 に まで 接近 し た と 
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ころ で 島崎 重 和 少佐 が 指揮 する 第 二 次 攻 撃隊 を 発 
進 さ せ た 。 
午前 7 時 30 分 、 オ アフ 島 に 到達 し た 第 一 次 攻撃 
隊 は 真珠 湾 に 向かっ た 。 午 前 7 時 49 分 、 真 珠洲 を 
確認 し た 淵 田中 佐 は ト 連 送 を 発信 し 、 全 軍 に 突撃 
命令 し た 。 午前 7 時 52 分 淵 田 中 佐 は 奇 豚 の 成功 
を 確信 し 「 ト ラ ・ ト ラ ・ ト ラ ( 我 奇 豚 成功 セリ ) 」 と 
発信 し た 。 
午前 7 時 57 分 急降下 爆撃 隊 が 飛行 場 へ の 爆撃 を 
開始 し 、 続 いて 雷撃 隊 も 戦艦 に 対す る 攻撃 を 開始 
し た 。 直 撃隊 は 真珠 湾 攻 撃 用 に 改造 され た 浅 沈 度 
魚雷 を 使用 し て 、 不 可能 と いわ れ た 真珠 湊 の 雷撃 
を 行っ た の で ある 。 水平 爆撃 隊 は 午前 8 時 4 分 に 
攻撃 を 開始 し た 。 水 平 爆撃 隊 は 800 キ ロ 徹 甲 弾 を 搭 
載 し 、 戦 艦 メ リー ラン ド 、 テ ネ シ ー、 ア リゾ ナ に 
大 き な 打 撃 を 与え た 。 
午後 1 時 50 分 すべ て の 攻撃 部 隊 は 収容 され 、 機 動 
部 隊 は 帰途 に つい た 。 


| 海戦 に 参加 し た 両 軍 艦隊 | 


日 本 軍 」 


空母 6 、 戦 艦 2、 重 巡 2 、 軽 巡 1、 


駆逐 盤 3 

機動 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 
空襲 部 隊 (南雲 忠一 中 将 直 率 ) 
第 一 航空 戦隊 : 空 母 赤城 、 加 贺 
第 二 航 空戦 隊 : 空 母 飛龍 、 蒼 龍 
第 五 航空 戦隊 : 空 母 瑞 宝 、 翔 蕉 
支援 部 隊 (三 川军 一 中 将 ) 

第 三 戦隊 : 戦 艦 比 吉 、 里 島 

第 八 戦隊 : 重 巡 利根 、 筑 
警戒 隊 ( 大 森 仙太郎 少将 ) 

第 一 水雷 戦 隊 : 軽 巡 阿 武 限 


第 十 七 驱逐 队 : 駆 逐 艦 谷 風 、 浦 風 、 


浜風 、 磯 風 


第 十 八 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 不知 火 、 起 


规 、 阳 炎 


東栄 丸 、 神 国 丸 、 東 邦 丸 、 日 本 丸 


[ 米 軍 」 


兵力 : 戦 艦 8、 重 巡 2、 軽 巡 6 
駅 多 艦 30 
太平 洋 艦隊 真珠 深 停泊 艦 
(ハズ バン ド ・E・ キ ン メ ル 大 将 ) 
戦艦 : テ ネン シー、 オ クラ ホ マ 、 カ 
リフ ォ ル ニア 、 ウ ェ ス トバ 
ジニ ナマ メダ リーラ シド 


ペン シル ウ ヴァ ニア 、 アリ ソ 


か 、 アタ 

重 巡 ニテ エー オリ ンス 、 サジ ララ 
ン シ ス コ 

軽 災 : セ ント ルイ ス 、 ヘ へ レナ 、 フ 
ェ ニ ックス 、 ホ ノル ル 、 ロロ 
i ES 

駆逐 艦 : ア レン 、 シ ュ レ イ 、 チ ュ 


ッ ジ 、 フ ェ ル プス 、 カ ミ 
ング ス 、 レ イド 、 ケ イス 、 
ョ ニン カム 、 カッ シン 、 
ブル ー、 ヘル ム 、 ラル フ ・ 
タル ボッ ト 、 ヘ ン リ イ 、 
パタ ー ソ ン 、 マ グフ ォ ー 
ド 、 ジ ャ ービス 、 シ ョ ウ 、 
タカ ーー タウ シン スズ 
その 他 46 隻 


哨戒 隊 (今泉 喜 次 郎 大 佐 ) 
第 二 潜水 队 : 伊 19、 伊 2|、 伊 23 

補給 部 隊 (大 藤 正 直 大 佐 ) 
給油 艦 : 極 東 丸 、 健 洋 丸 、 国 洋 丸 、 


Pa 炊 え る 真珠 湾 


輸 重 (補給 ) 科 兵 が 兵隊 な ら ば 、 
購 紅 々 も 鳥 の 内 、 電 信 柱 に 花 が 咲く … こ れ 
は 陸軍 で 歌わ れ だ 歌 で ある が 、 開 明 的 だ と 
言わ れ た 日 本 海軍 に な いて も 、 こ と 通商 破 
壊 戦 に 関し て は ほとん ど 考 え 方 は 変わ ら な 
か っ た だ 。 輸送 船 や タン カー を 攻撃 する の は 
爆弾 や 魚雷 が も っ だ いな いと いっ て 嫌がっ 
だ の で ある 。 戦争 初期 に な いて は 自軍 の 輸 

送 船 に 護衛 $ も つけ な いあ りさ る まで あっ た 。 
一 方 、 大 西洋 で ドイ ツ の U ボ ー ト に よる 
通商 破壊 戦 の 威力 を いや と 言う ほど 見 て 来 
だ アメ リカ は 徹底 し て 日 本 軍 の 補給 線 を ね 

ら っ て きだ 。 

_ ご 存じ の と お り 、 真 珠 湾 作 戦は 奇襲 作戦 
と し て は 史上 類 を 見 な い ほ どの 大 成功 を 収 


ウ 、 ハ ルパート 、 ファラ 
ガッ ト 、 デ ュー ウイ 、 ハ 
ル 、 マ ク ド ノ ー、 ウ ォ ー 
デン 、 デ イル 、 モ ナガ ン 、 
エー ルウ ィ ン 、 セ ルフ リ 


め だ た 。 し か し 、 こ の 時 撃ち 漏らし た 膨大 な 
量 の 備蓄 燃料 、( を の 量 は 米国 全 太 平 洋 艦隊 
の 6 ヵ月 分 に の ぼる ) 港 湾 修 理 施設 、( 魂 環 
海 海戦 で 直撃 弾 を 受け た 空母 ヨー クタ ウン 
を 3 日 で 修理 し て ミッ ドウ ェ イ 海戦 に 問 に 
合わ せる と いう 離れ 業 を 行っ て いる ) 等 が 後々 
の 戦局 に 大 きく 響い て くる の で ある 。 自軍 
の 損害 を 極度 に 恐れ た 南雲 中 将 が 、 も し こ 
の 時 山口 少将 の 進言 を 入れ て 第 二 次 攻 撃隊 
を 発進 きせ て いた ら …。 中 部 太平 洋 に なけ 
ら 米 軍 の 反 区 少く も 半年 以上 遅れ た 
は ず で ある 。 も っ と も 、 そ の 程度 で どう に 
か な る 訳 で は な い ほ ど 日 米 の 国力 差 は 開い 
て いた だ 。 鉄鋼 生産 力 で 18 対 1 、 石 油 に いた 
っ て は 721 分 の 1 に し か 過ぎ な むか っ だ た 。 
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真珠 湾 奇襲 の 成功 で 意気 の 揚 が る 日 本 軍 は 、 イ ンド 洋 の 英 東洋 艦隊 を 
撃 減 す べく 南雲 忠一 中 将 が 率い る 機動 部 隊 を 東進 させ た 。 
一 騎 当 千 の 優秀 な 艇 爆 隊 は 、 驚 異 的 な 攻撃 精度 で 英 東洋 艦隊 を 沈黙 させ た 。 


真珠 湾 の 奇 豚 作 戦 を 成功 裏 に 終え た 南 思 機動 部 
隊 は すぐ さま 南方 戦線 に 投入 され 、42 年 2 月 中 旬 
に バン タ 海 に 進み 第 十 一 航空 艦隊 と 共同 で 連合 還 
の 対 ジ ャ ワ 作 戦 の 根拠 地 ポ ー ト ダー ウィ ン を 攻撃 
し た 。 3 月 9 日 山本 五 十 六連 合 艦隊 指令 長官 は イ 
ンド 洋 作戦 を 発令 し た 。 3 月 26 日 セレ ベス 島 の ス 
ター リン グ 湾 を 出撃 し た 南雲 艦隊 は ジャ ワ 南 方 か 
ら イ ンド 洋 に 入り 、 英 東洋 艦隊 の 拠点 セイ ロン 島 
に 向かっ た 。 一 方 、 小 沢 中 将 の 率い る 馬 来 部 隊 は 
北部 ベン ガル 湾 に 進み 、 陸 軍 の ビル マ と アン ダマ 
ン 島 攻略 に 合わ せ て ビル マ に 対す る 英 艦 隊 の 連絡 
を 絶 と うと し て いた 。 

4 月 5 日 早朝 、 南 土 機動 部 隊 は セイ ロン 島 か ら 
200 海 里 に 達し 、 淵 田中 佐 が 指揮 する 攻撃 隊 を 発進 
させ た 。 4 月 5 日 午前 8 時 コロ ン ボ を 空襲 、 駆 逐 
艦 テ ネネ ドス 、 仮 装 巡 洋 艦 へ ヘクター を 撃沈 。 迎 撃 
に 上 が っ た 戦闘 機 を 49 機 撃隊 し た 。 

4 月 5 日 午後 | 時 ころ 99 式 艦 爆 53 機 か ら な る 攻 


撃隊 は 、 コ ロン ボ 南 方 の 洋上 で 重 巡 コー ン ウ ォ ー 
ル 、 ド ー セ ッ ト シ ャ ー を わずか 20 分 ほど で 撃沈 し 
た 。 こ の 際 の 爆撃 命中 確率 は 85% を 大 きく 上 回 る 
驚異 的 な も の で あっ た 。 

4 月 6 日 小沢 中 持 の 率い る 馬 来 部 隊 は 北部 ベン 
ガル 湾 に て 英 通 商船 を 16 隻 撃 沈 。 

コロ ン ボ 空 嘩 を 終え た 南雲 機動 部 隊 は 一 呈 北 上 
し 4 月 9 日 セイ ロン 島 北 東部 に ある トリ ンコ マリ 
ー 軍 港 を 攻撃 し た 。 艦 船 数 隻 と 飛行 場 、 港 湾 施 設 
を 破壊 し た 。 さ ら に 高橋 玖 一 少佐 率い る 99 式 艦 爆 
攻撃 隊 は 、 セ イロ ン 島 東岸 を 南下 中 の 空母 ハー 
ス と 駆逐 艦 バ ン パ イヤ と タン カー 2 隻 を 撃沈 。 
れ ま た 80% を 越え る 高い 爆弾 命中 率 を 示し た 。 
うし て 英 東洋 艦隊 は 一 掃 さ れ た 。 
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| 海戦 に 参加 し た 両 軍艦 隊 | 


[日 本 軍 」 


兵力 : 空 母 6、 戦艦 4、 重 巡 7、 
軽 巡 3 、 驱 逐 角 19 
市 方 部 了 機動 部 隊 ( 南 要 中 一 中 将 ) 
第 一 航空 戦隊 : 空 母 赤城 
第 二 航 空戦 隊 : 空 母 飛龍 、 状 部 
第 五 航空 戦隊 : 空 母 瑞 铂 、 翔 外 
第 三 戦隊 : 戦 艦 比 峰 .加 岛 , 怀 名 、 
金刚 
第 作戦 隊 : 重 X 利根 、 锁 订 
第 一 水雷 戦隊 : 軽 巡 阿 武 限 
第 十 七 驱逐 队 :驱逐 能 谷 風 、 浦 風 
浜 加. 碳 风 
第 十 作 驱 逐 队 : 驱 逐 租 不知 火 、 二 
露 、 隅 炎 
馬 来 部 有機 生 部隊 (小 民治 三 郎中 将 ) 
主 隊 : 重 X 鳥海 、 軽 X 由良 
第 四 航 空戦 隊 : 空 母 龙 怠 
駆逐 能 汐 风 


白雲 、 天 霧 
他 に 軽 巡 | 、 駆 逐 艦 4 


[英軍 ] 


兵力 : 戦 艦 5、 空 母 3、 重 巡 5、 
軽 巡 3、 駆 逐 盤 16 
英国 東方 艦隊 (サー・ ジ ェ イ ムズ ・ ソ 
マー ヴィ ル 大 将 ) 
戦艦 : ウ ォ ー ス パイ ト 、 レ ゾ リ ュ 
ー ジ ョ ン 、 ラ ミリ ー ズ 、 ロ 
イヤ ル ・ ソ ブリ ン 、 リ ベン ジ 
空母 : イ ンド ミダ ブル 、 フ ォ ミ ダ 
ブル 、 ハ ー ミ ス 
重 巡 : コ ー ン ウォ ー ル 、 ドー セッ 
トシ ャ ー、 ロ ンド ン 、 ス ーー 
ザン 、 キ ャ ン ベ ラ 
軽 X : エ ンタ ー プ ライ ズ 、 エ メラ 
ルド 、 ヒ ー ム スカ ー ク 
その 他 16 隻 


第 七 戦隊 : 重 巡 熊野 、 鈴 谷 、 
三隈 、 最上 
第 一 士 駅 > 表 : 駅 艦 夕 器 、 朝 需 、 





[ダグ 無敵 空軍 の 行方 


PE 開戦 以来 、 無 英 の 進撃 を 続け る 
帝国 連合 艦隊 で は あっ だ た が 、 それ を 支え て 
い だ の は 鍛え に 鍛え 抜か れ 、 超 人 的 技量 を 
持っ た 熟練 搭乗 員 た ち で あっ た 。 海 戦 初頭 
か ら マ レー 沖 航空 戦 に 始ま る 一 連 の イン ド 
洋 作戦 終了 まで の 、 日 本 軍 航 空 部 隊 の 攻撃 
成功 率 は ほとん と 神業 と 言っ て 良い も る の で 
あっ た 。 イ ンド 洋 作戦 時 の 爆弾 命中 率 は 、 
な ん と 82% に 達し て いる 。( こ れ は 戦闘 行動 
_ 中 の 艦船 に 対す る 航空 攻撃 と し て は 現代 の 
対 鑑 ミサ イル を も 上 回 る 数 字 で ある ) 欧 州 戦 
線 で ドイ ツ を 苦し め た スピ ッ ト フ ァ イ ア が 


陸軍 の 一 式 戦 に バタ バタ 墜 と る れ た 。 日 本 - 


機 の 性 能 は この 時 期 、 日 本 軍 す ら 思 わな か 
っ た 事 だ が 世界 最強 に な っ て いた の で ある 。 








だ が それ も 熟練 搭乗 員 あ っ て の 話 で あり 、 
この 後 の 消耗 戦 に よ 日 本 軍 搭 乗員 の 質 が 
低下 する に つれ 、 日 本 機 も その 弱点 を きら 
け 出 し て 行く 。 こ こ で 零 戦 を 設計 し た 堀越 
技師 が 戦後 TV イン タビ ュー に 答え た 時 の 言 


葉 を 紹介 し よう 。「 防 弾 装備 が 無かっ た か ら 


零 戦 が や られ だ と 言う の は 間違い だ 。 あ れ 
は 相手 に 撃た れ な いで 敵 を や っ つけ る 戦闘 
機 だ 。 その だ め の 性 能 は 与え て ある 」 

事実 、 熟 練 搭 乗員 の 乗っ た 零 戦 は 、 数 が 
同じ な ら ば 米 能 載 機 相手 に 終戦 まで 無敵 を 
誇っ だ 。 し か し 新米 搭乗 員 の 乗っ た 機 は …。 
当時 の 日 本 軍 を 象徴 する 言葉 で ある 。 
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BATTLE OF 
MIDWAY 
1942・6・5 


1942 年 6 月 5 日 、 日 本 海軍 は 米 空母 機動 部 隊 を 壊滅 させ る べく 、 
持て る 兵力 を 全て そそ いで ミッ ドウ ェ イ 攻略 作戦 を 敢行 し た 。 
= が 、 こ の 戦い が 太平 洋 戦争 の 行く 末 を 示す こと に な ろう と は … 


連合 艦隊 司令 長官 山本 五 十 六 大 将 は 米 空母 機動 
部 隊 を 徹底 的 に 壊滅 させ る た め に 、 ミ ッ ド ウェ イ ・ 
アリ ュー シャ ン 作 戦 (MI 作戦 ) を 創案 し た 。 

1942 年 5 月 27 日 、 南 圭 中 将 魔 下 の 機動 部 隊 は 瀬 
戸 内 海 の 柱 島 を 出撃 し た 。 こ の 大 艦隊 の 中 核 を な 
す の は 「 赤 城 」、「 カ 加賀 」、「 飛 龍 」、「 蒼 龍 」 の 4 空母 
で ある 。 他 に 戦艦 か ら 洪 水 艦 ま で 含め る と 、 戦 闘 
艦 族 だ け で 99 隻 と いう 空前 の 大 艦隊 で あっ た 。 

6 月 4 日 4 時 30 分 、 南 寺 艦 隊 は ミッ ドウ ェ イ の 
北西 240 海 時 の 地 点 か ら 、 友 永 丈 市 大 尉 が 率い る ミ 
ッ ド ウェ イ 空 有 静 部 隊 を 発進 させ た 。 

空 航 部 隊 は 6 月 5 日 午前 6 時 15 分 か ら ミ ッ ド ウ 
ェ イ 基地 に 対す る 攻撃 を 開始 し た 。 し か し ミッ ド 
ウェ イ 基 地 に は 全く 米 軍機 の 姿 は な か っ た 。 約 15 
分 前 に 日 本 空母 群 の 攻撃 に 離陸 し た 後 だ っ た 。 友 
永 大 尉 は “第 二 次 攻撃 ノ 要 アリ ′ と 打電 し た 。 

午前 7 時 5 分 ミッ ドウ ェ イ 島 か ら 飛 来 し た 米 軍 
機 が 日 本 艦隊 に 攻撃 を 仕掛 け て きた が 、 こ れ を 撃 


6 


破 。 南 雲 中 将 は ミッ ドウ ェ イ 再 攻撃 を 決意 し 、 攻 
撃隊 の 兵 装 転 換 を 命じ た 。 と ころ が 兵 装 転 換 が は 
じ ま っ て 15 分 後 、「 利 根 」 か ら 発 進 し た 索敵 機 よ り 
敵 機動 部 隊 発 見 の 電信 が 入っ た 。 さ ら に 15 分 後 、 
この 部 隊 が 空母 を 伴っ て いる と の 報告 が 入り 、 南 
雲 中 桂 は まず 敵 空 母 を 攻撃 する べく 攻撃 隊 の 再 兵 
装 転 換 を 命じ た 。 第 二 航 空 艦 隊 の 山口 多聞 少将 は 
「 直 チ ニ 攻撃 隊 発 進 ノ 要 アリ 」 と 進言 し て きた が 、 
南雲 中 持 は これ を 認め ず 、 全 機 の 換装 を 終え 、 戦 
闘 機 と 攻撃 機 の 一 体 攻撃 に 固執 し た 。 

午前 9 時 20 分 、 米 空母 か ら 発進 し た 雷撃 機 が 日 
本 軍機 動 部 隊 を 攻撃 開始 し た 。 

午前 10 時 24 分 、 索敵 機 か ら の 責 発 見 の 報 か ら 3 
時 間 後 に よう や く 「! 赤 城 」 か ら 兵 装 転 換 の 終了 し た 

次 攻撃 隊 が 発 艦 を 始め た 。 その 時 、 米 空母 「 エ 
ンタ ー プ ブラ イズ 」 の 怠 降下 爆撃 機 が 襲 いか か っ て 来 
た の だ っ た 。 甲板 上 の 航空 機 と 爆弾 が 次 々 と 誘爆 
し 3 隻 の 空母 は 一 有 瞬 に し て 壊 減 し た 。 





| 海戦 に 参加 し た 両 軍艦 隊 | 


[日 本 军 ] 


兵力 : 空 母 6、 戦 艦 ||、 重 巡 10、 
軽 巡 6 、 駆 逐 艦 50 
主力 部 队 (山本 五 十 六 大 将 ) 
主队 (山本 五 十 六 大 将 直率 ) 
本 队 (山本 五 十 六 大 将 直率) 
第 一 戦隊 : 戦 艦 大 和 、 陸奥 、 長門 
警戒 隊 (橋本 信太 郎 少将 ) 
第 三 水雷 隊 : 軽 巡 川内 
第 十 一 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 吹雪 、 他 
第 十 九 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 三 皮 、 他 
空母 隊 (梅谷 薫 大佐) 
航空 母艦 岂 翔 
特務 隊 (原田 觉 大 佐 ) 
潜水 母艦 千代 田 水上 機 母艦 日 進 
警戒 部 隊 (高須 四郎 中 将 ) 
本 隊 (高須 四郎 中 将 直 率 ) 
第 一 戦隊: 戦艦 伊勢 、 日 向 、 他 
警戒 隊 ( 岸 福 治 少将 ) 
第 九 戦隊 : 軽 巡 北上 、 大 井 、 他 
攻略 部 隊 (近藤 信 竹 中 将 ) 
本 隊 (近藤 信 竹 中 将 直 率 ) 


第 四 戦 隊 第 一 小隊 : 重 《 爱 宕 、 篇 海 
第 五 戦隊 : 重 巡 妙 高 、 羽 黑 

第 三 戦隊 第 一 小隊 : 戦 艦 金剛 、 比 散 
第 四 水 雷 戦隊 : 軽 巡 由良 、 他 9 隻 
護衛 隊 (田中 頼 三 少将 ) 

第 二 水 雷 戦隊 : 軽 巡 神通 、 他 25 隻 
支援 隊 (栗田 健夫 少将 ) 

第 七 戦 隊 : 重 巡 熊野 、 鈴 谷 、 

三隈 、 最 上 

第 八 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 朝 潮 、 荒 潮 
航空 隊 (藤田 類 太郎 少将 ) 

第 十 一 航空 電 炎 : 水 上 機 母艦 千歳 

神川 丸 、 他 | 隻 

第 一 機動 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 
空 缚 部 队 ( 南 寺 忠一 中 将 直 素 ) 

第 一 航空 戦隊 : 空 母 赤城 、 加 賀 
第 二 航 空戦 隊 : 空 母 飛龍 、 蒼 龍 
支援 部 隊 (阿部 弘毅 少将 ) 

第 八 戦隊 : 重 巡 利根 、 筑 

第 三 战队 第 二 小 队 : 戦 艦 颗 访 、 棱 名 
警戒 队 (森村 進 少将 ) 

軽 巡 長良 、 他 12 隻 
先遣 部 隊 (小 松 辉 久 中 将 ) 


第 三 潜水 戦隊 : 潜 水 艦 伊 他 17 焦 


[ 米 軍 」 


兵力 : 空 母 3、 重 巡 7、 軽 巡 | 、 
駆逐 艦 15 
第 十 七 任务 部 队 
(F・J・ フ レッ チャ ー 少 将 ) 
第 二 群 (W・W・ ス ミス 少将 ) 
重 巡 アス トリ ア 、 ポ ー ト ラン ド 
第 五 群 (E. ペ バッ クマ スタ ー 大 佐 ) 
空母 ヨー クタ ウン 
第 四 群 (G・C・ フ ー バ ー 大 佐 ) 
駆逐 艦 ヒュ ー ズ 、 モ リス 、 他 4 隻 
第 十 六 任務 部 隊 
(R・A・ ス プル ー ア レン 少将 ) 
第 五 群 (J)・D・ ミ ュ レ ー 大 佐 ) 
空母 エン ター プラ イズ 、 他 | 隻 
第 二 群 (T・C・ キ ン ケ ー ド 少将 ) 
重 巡 ニュ ー オ ー リ ンズ 、 他 5 隻 
第 四 群 (Ar・R・ ア ー リ ー 大 佐 ) 
第 一 水雷 戦隊 : 駆 逐 艦 フェ ルプ ブス 、 
他 3 隻 
第 六 水 雷 戦 隊 : バ ルク 、 他 4 隻 


[ダグ 世界 最強 艦隊 つま づく 。 


WW ミッ ドウ ェ イ で は 日 本 空母 は 6 
隻 参加 する は ず で あっ た 。 だ が 、 実際 に は 
4 伺 し か 参加 し て いな い 。 米 空母 は 2 隻 し 
か 参加 で き な い は ず で あっ た が 、 現実 に は 
3 隻 の 空母 が 参加 し て いる 。 こ の 差 は どこ 
か ら 来 た の か 。 こ れ は 史上 初 の 空母 戦 、 珈 
環 泥 海戦 の 結果 で ある 。 こ こ で は 日 本 側 2 
焦 大 破 、 米 便 1 食 撃 沈 、 1 隻 大 破 の 引き 分 
け だ っ だ が 、 日 本 が 大 破 し た 空母 の 修理 に 
3 ヵ月 を 要 し た の に 対し 、 米 国 は 僅か 3 日 
で 修理 し て きた の で ある 。 し か し 、 そ れ で 
も この 時 日 本 側 は 米国 太平 洋 艦 隊 の 6 倍 近 
い 戦力 を 投入 し 、 必 ず 勝 て る 筐 だ っ た 。 

… も し ミッ ドウ ェ イ で 日 本 軍 が 勝利 を 収 


め て い だ ら ? 座ら 5 らく その後 の 戦局 に 大 き な 


影響 を 与え た で あろ うか が 、 ガ タダ ルカ ナル 鳥 
を 何と か し な い 限 り 、 結 局 は 米国 の 巨大 な 
生産 力 に 押し 切ら れ て し まっ だ 事 に は 変わ 
り は 無い どろ う 。 い ずれ に せよ 、 こ れ が 太 
平 洋 か ら 米 国 盤 隊 を 駆逐 で きる 最後 の 機会 
で あっ た 。 | | 

ミッ ドウ ェ イ 以後 、 終 戦 まで に 日 本 が 建 
造 し た 正規 空母 は 4 令 、 準 正規 空母 と 特設 
空母 を 含め て も 11 令 で ある 。 一 方 、 米国 の 
正規 空母 は 17 隻 、 軽 空母 と 特設 空母 を 含め 
た 数 は 145 食 に 及ぶ 。 殆 ど 毎 週 1 隻 の ペー ス 
で 竣工 し て くる の で ある 。 無 論 、 駆 逐 盤 や 
輸送 船 、 洪 水盤 や 航空 機 に 玉 っ て は それ 以 
上 の 差 が ある 。 日 本 は この 時 失っ た 戦力 的 
優位 を 二度と 取り 戻せ な か っ た だ 。 














BATTLE OF 
SOLOMON SEA 
1942・8・23~25 


ur 





ミッ ドウ ェ イ 海戦 で 大 敗 を 喫し た 日 本 軍 は 南 太平 洋 の 制海権 を 奪回 すべ く 
1942 年 8 月 18 日 ガダルカナル 島 に 逆 上 陸 し た 。 対す る 米 軍 は 第 61 任 務 部 隊 を 
差し 向け 、 両 軍 は ガダルカナル 北方 海域 で 激突 し た 。 


第 一 炊 ソ ロモ ン 海 戦 で 勝利 し た 日 本 軍 は ガ ダ ル 
カナ ル 島 を 奪還 すべ く 陸 軍 の 一 木 支 隊 の 916 名 を 
1942 年 8 月 19 日 、 上 陸 さ せ た 。 し か し 、 上 陸 部 隊 

想像 以上 に 強化 され た 米 軍 海兵 隊 の 手 に よっ て 
全 減 し た 。 

日 本 軍 は 引き 続き ガダルカナル 島 へ の 逆 上 陸 部 
隊 を 投入 し つつ 、 海 上 輸送 の 危険 を 排 座 すべ く 南 
雲 中 将 率い る 空母 機動 部 隊 を 出動 させ た 。 

8 月 24 日 、 原 忠一 少将 率い る 陽動 艦隊 は ガ ダ ル 
カナ ル の 飛行 場 を 攻撃 する た め に 、 正 午前 に 「 龍 潮 」 
か ら 攻 撃隊 を 発 艦 さ せ た 。 こ の 報 を 受け た 米 軍 盤 
隊 司 令 官 フラ ンク ・ フ レッ チャ ー 中 将 は 、 空 母 サ ラ 
ト ガ か ら 急 降下 爆撃 機 30 機 、 雷 撃 機 8 機 を 龍 隊 攻 撃 
に 向かわ せ た 。8 月 24 日 午後 2 時 、 攻 撃隊 は 龍 壮 を 
発見 、 攻 撃 を 開始 し た 。 ガダルカナル 攻撃 の た め 
に 15 機 の 吉 戦 を 発進 させ て いた 龍 障 は 直 衛 機 は 僅 
か 9 機 し か な く 、 な すす べ も な くく 撃沈 され た 。 

一 方 、 南 雲 機 動 部 隊 も 米 空 母 を 捕捉 し て いた 。 
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午後 12 時 28 分 、 索 敵 機 が 南方 300 海 里 に 空母 2 

隻 を 含む 、 敵 機動 部 隊 を 発見 し 、 南 雲 中 将 は 午後 
| 時 、 翔 稚 か ら 第 一 次 攻 撃隊 を 、 午 後 2 時 に 瑞 鈴 
か ら 第 二 次 攻撃 隊 を 出動 させ た 。 第 一 次 攻撃 隊 は 
午後 2 時 38 分 英 空 母 を 発見 、 攻 撃 を 開始 し た 。 だ 
^、 攻 撃隊 は 既に レー ダー で 発見 され 、 戦 闘 機 30 
機 に 迎撃 され た 。 攻 撃隊 は 大 損害 を 受け つつ も こ 
れ を 突破 し 、 空 母 エ ンタ ー プ ライ ズ に 爆弾 3 発 を 
命中 させ 中 破 さ せ た 。 

第 一 次 攻撃 隊 は この 他 に 戦艦 ノー スカ ロラ イナ 
に も 攻撃 を 加え た が 、 激 し い 対 空砲 火 の 前 に 決定 
的 な 戦果 を 上 げ る 事 は 出来 ず 、 夫 戦 3 機 、99 式 艦 
爆 |17 機 を 失う 結果 と な っ て し まっ た 。 ま た 、 瑞 稚 

* ら 発進 し た 第 二 炊 攻撃 隊 は 敵艦 隊 を 発見 で きず 
に 帰還 する 事 と な っ た 。 

この 海戦 後 、 日 本 軍 は 第 十 七 軍 を 派遣 し 同島 の 
奪回 を 試み た が 、 米 軍 の 堅固 な 防御 の 前 に 消耗 戦 
に 引き 込ま れ 、 敗 退 を 繰り 返す 事 と な っ た 。 


| 海戦 に 参加 し た 両 軍艦 隊 | 


[日 本 軍 ] 


兵力 : 空 母 3 、 戦 盤 3、 重 巡 3、 
駅 用 艦 3| 
機動 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 
第 三 艦隊 (南雲 忠一 中 将 直 率 ) 
本 队 ( 南 云 忠 一 中 将 直率 ) 
第 一 航空 戦隊 : 空 母 逆 鈴 、 瑞 鈴 、 
能 晤 
第 十 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 秋 云 夕 去 
巻 雲 、 風 雲 
第 16 駆 逐 隊 : 駆 逐 艦 時 津 風 、 他 4 隻 
前 衛 
第 十 一 戦隊 : 戦 艦 比 客 、 霧 島 
第 七 戦隊 : 重 熊野 、 鈴 谷 
第 八 戦隊 : 重 巡 利根 、 筑 摩 
第 十 戦隊 : 軽 巡 長良 、 他 3 隻 
前 進 部 隊 (近藤 信 竹 中 将 ) 
第 二 艦 隊 (近藤 信 竹 中 将 直 率 ) 
本 队 G 丘 藤 信 竹 中 将 直 率 ) 
第 四 戦 隊 : 重 巡 愛 容 、 高雄 、 摩耶 
第 五 戦隊 : 重 巡 妙高 、 羽 黒 
第 二 戦 隊 : 戦 艦 陸奥 


第 四 水 雷 戦 隊 : 轻 巡 由良 、 他 8 隻 

航空 部 隊 

第 十 一 航空 戦 謗 水上 機 母艦 千歳 、 
山陽 丸 、 他 2 隻 

増援 部 隊 (田中 頼 三 少将 ) 

護衛 隊 (田中 顿 三 少将 直率 ) 

第 二 水雷 戦隊 : 轻 巡 神通 、 他 8 焦 

砲撃 支援 隊 

第 三 十 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 睦月 、 弥 生 、 

望月 、 咱 月 
别 动 队 : 駆 遂 艦 陽炎 、 夕 凪 、 磯 風 


[ 米 軍 」 


兵力 : 空 母 3、 戦 艦 |、 重 巡 5、 
轻 巡 | 、 駆 逐 盤 16 

第 六 十 一 任務 部 隊 
(F・J・ フ レッ チャ ー 中 将 ) 

旧 第 十 一 任務 部 隊 : 

空母 サラ ト ガ 重 巡 ニュ ー オ ー リ 

ンズ 、 ミネアポリス 

第 一 水雷 戦隊 : 駆 逐 艦 フェ ルプ 

ス 、 ファ ラガ ッ ト 、 デ ー ル 、 マ ク 





ド ノ ウ 、 ウ ォ ー デ ン 
旧 第 十 六 任务 部 队 
(R・A・ ス プル ー ア ンス 少将 ) 
空母 : エ ンタ ー ブ プラ イズ 
戦艦 : ノー スカ ロラ イナ 
重 巡 : ポ ー ト ラン ド 
軽 巡 : ア トラ ンタ 
第 六 水雷 戦隊 : 駆 逐 盤 モー リー ベ 
ン ナ ム 、 ボ ル チ 、 グ ウイ ン 、 グ レ 
イソ ン 
旧 第 十 八 任務 部 隊 
(F・P・ シ ャ ー マ ン 大 佐 ) 
空母 : ワ スプ 
重 巡 : サ ン フ ラン シス コ 、 
ソル トレ イク シテ ィ 
第 十 二 水雷 戦隊 : 駆 逐 艦 スタ ッ 
ク 、 ア ー ロ ン ワ ー ド 、 ス テレ ッ 
ト 、 ラ フェ イ 、 フ ァ ー レ ン ホ ル 
ト 。 ラン グ 





[ノロ モン の 悪夢 。 


その 鳥 の 小さき な 飛行 場 を 巡っ て 
日 米 両 軍 が 血みどろ の 争奪 戦 を 繰り 広げ る 
事 に な っ た だ 時 、 日 本 軍 参 謀 本 部 に は 島 の 名 
前 どこ ろか 、 そ の 鳥 が 何処 に 在 る の か すら 
知っ て いる も の は 一 人 も いな か っ だ 。 その 
_ 島 の 名 前 は ガタ ダ ソ ノレ カ ナル 。 この 南 太平 洋 に 
浮か ぶ 小 る な 島 を 巡っ て 、 日 米 は 7 ヵ月 に 
及ぶ 泥沼 の 消耗 戦 を 繰り 広げ る 事 と な る 。 
この 半年 間 で 日 本 の 失っ た 艦船 は 戦艦 2 、 
巡洋艦 6 大破 7 、 空 母 1 大 破 2、 駆逐 艦 14 
大 破 8 。 米 側 は 戦艦 大 破 1 、 巡洋艦 11 大 破 
10、 空 母 1 大 破 2、 駆 遂 艦 19 大 破 3 。 こ れ 
だ け を 見 る と 辛うじて 日 本 側 の 勝ち と も 取 


れる が 、 ミ ッ ド ウェ イ が 取れ な か っ た 以上 、 


日 本 に と っ て ガダルカナル の 維持 は さき した 


る 戦略 的 意義 は 無かっ た 管 で あっ た だ 。 そ し 


て 何より 痛かっ た の は 大 型 輸 送 船 を 含む 海 
上 輸送 部 隊 を 30 令 も 失っ た 事 で ある 。 これ 
は 当時 の 日 本 が 保有 する 輸送 船 の 約 1 割 に 
あな た る 。 対 する 米 側 の 輸送 船 被害 は 微々 た 


る も の で あっ た 。 こ うし て 戦略 的 に は 大 し 
意味 の な い 大 消耗 戦 を 繰り 広げ た 結果 、 
日 本 の 海上 輸送 力 は 低下 し 破滅 が 始ま る 。 


この 戦い は 無敵 皇 軍 が 敗れ た 初め て の 戦い 


で も ある 。 ガ タダ ソレ カナ ル に お ける 日 本 陸軍 
の 死傷 者 は 参加 兵員 の 75% に も 及ぶ 。 そ し 
て 、 そ の 8 割 が 鍼 死 病死 で わっ た だ た 。 こ れ 以 
降 、 陸 軍 は すべ て の 戦線 で 補給 を 全く 無視 
し た 作戦 を 次 々 と 繰り 返し 、 悲 惨 な 戦場 を 
拡大 し て いく の で ある 。 








前 





BATTLE OF 
SANTA CRUZ 
1942・10・26 








1942 年 10 月 26 日 、 南 太平 洋 海戦 で の 勝利 は 日 本 軍機 動 部 隊 の 収め た 最後 の 
勝利 と な っ た 。 日 本 軍 は 一 時 的 に せよ 米 軍 空母 を 太平 洋上 か ら 駆 逐 し た の 
で ある 。 だ が 、 日 本 軍機 動 部 隊 の 受け た 損害 も また 、 大 きい も の で あっ た 。 


連合 艦隊 司令 長官 山本 五 十 大 大 将 は 1942 年 10 
月 22 日 に 予定 され て いた 陸軍 第 二 師 団 の ガ ダ ル カ 
ナル 島 の ヘン ダー ソン 飛行 場 攻撃 を 支援 する た め 
に 近藤 信 竹 中 将 魔 下 の 第 二 艦隊 と 南 寺 中 将 魔 下 の 
第 三 艦隊 を ソロ モン 海域 に 派遣 し た 。 

10 月 26 日 早朝 、 南村 中 将 は 艦隊 の 進路 を 北 々 東 
に 取り つつ 、24 機 の 索敵 機 を 発 自 させ 、 2 段 索敵 
を 行わ せ た 。 午 前 4 時 50 分 、 空 母 翔 鈴 の 索敵 機 が 
南東 240 海 蜂 の 洋 上 に 敵 空 母 部 隊 を 発見 し た 。 こ の 
知ら せ を 受け た 南雲 中 将 は 待機 させ て いた 攻撃 隊 
を た だ ち に 発進 させ た 。 一 分 一 秒 で も 早い 攻撃 は 
苦杯 を な め さ せ られ た ミッ ドウ ェ イ 海戦 で の 二 の 
胃 を 踏ま な いた め の も の で あっ た 。 

真珠 湾 奇襲 以来 の 雷撃 戦 の 名 手 、 村 田 重治 少佐 
が 率い る 第 一 次 攻撃 隊 は 午前 6 時 55 分 、 敵 空母 ホ 
ーネット を 発見 し 、 攻 撃 を 開始 し た 。 ホ ーネット 
に 大 き な 損 害 を 与え た 事 と 引き 換え に 、 第 一 次 攻 
撃隊 は 塞 戦 5 機 、99 式 艦 爆 」7 機 、97 式 艦 攻 le6 機 を 失 


TO 


い 村田 少佐 も 不 帰 の 人 と な っ た 。 

第 二 次 攻 撃隊 は 空母 エン ター プラ イズ を 発見 し 
て これ に 攻撃 を か け 大 破 さ せ 、 さ ら に 駆逐 艦 ポー 
ター を 撃沈 し た 。 対 し て 上 弟 二 次 攻撃 隊 の 損害 は 零 
戦 2 機 、99 式 艦 爆 |2 機 、97 式 艦 攻 10 機 を 失っ た 。 

午前 7 時 45 分 、 隼 鷹 か ら 発進 し た 第 三次 攻撃 隊 
は 戦艦 サウ ス ダ コ タ と 軽 巡 サン ジュ アン に 攻撃 を 
加え これ を 中 破 さ せ た 。 

Se ee 
漂流 中 の ホー ネッ ト に 爆弾 一 発 を 命中 させ た 。 米 
艦隊 は 空母 ホー NE 日 本 軍 の 
勝利 と し て 南 太 平 洋 海戦 は 終了 し た 。 日 本 軍 は 空 
母 ホ ーネット を 撃沈 、 空 母 エ ンタ ー プ ライ ズ 、 戦 
艦 サ ウス ダコ タ 、 軽 巡 サ ンジ ュ ア ン を 中 破 さ せ た 
の で ある 。 こ の 結末 、 米 車 は 行動 可能 な 空母 を 太 
平 洋上 か ら 失 っ て し まっ た の だ っ た 。 


_ 海戦 に 参加 し た 両 軍 艦隊 | 


[日 本 軍 」 


兵力 : 空 母 4、 戦 艇 4、 重 巡 8、 
軽 芝 2 、 駆 逐 艦 22 
機動 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 
第 三 艦隊 ( 南 枝 忠 一 中 将 直 率 ) 
本 隊 ( 南 喜 忠一 中 将 直 率 ) 
第 一 航空 戦隊 : 空 母 逆 鶴 、 瑞 鈴 、 
瑞风 
第 四 駆 逐 隊 : 駆 逐 艦 嵐 、 舞 風 
第 十 六 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 雪 風 、 時 津 出 
天津 風 、 初 風 
付属 : 重 巡 熊野 
駆逐 艦 浜風 、 照 月 
前 衛 
第 十 一 戦隊 : 戦 艦 比 额 、 蜂 岛 
第 七 戦隊 : 重 巡 鈴谷 
第 八 戦隊 : 重 巡 利根 、 筑 摩 
第 十 戦隊 : 軽 巡 長良 、 
第 十 七 駆逐 隊 : 駆逐 盤 清風 、 磯 風 、 
谷 風 


前 進 部 隊 (近藤 信 竹 中 将 ) 


第 二 艦 隊 : (近藤 信 竹 中 将 直 率 ) 


本 隊 (近藤 信 竹 中 将 直 率 ) 


第 三 戦隊 : 戦 艦 金刚 、 栋 名 

弟 四 戦 隊 : 重 巡 愛 客 、 高 雄 

第 五 戦隊 : 重 巡 妙高 、 摩 耶 

第 二 水雷 戦隊 : 軽 巡 、 五 十 鈴 

第 十 五 驱逐 队 : 駆 逐 艦 黒潮 、 
親 潮 、 千 潮 

第 二 十 四 驱逐 队 : 駆 逐 艦 海風 、 

涼風 、 江 風 
第 3 駆逐 隊 : 駆 逐 盤 長波 、 巻 波 
高波 


[連合 軍 」 


兵力 : 空 母 2、 戦艦 1、 重 巡 3、 
軽 巡 3、 駆 用 艦 13 

機動 部 隊 (T・C・ キ ン ケ ー ド 中 将 ) 

第 十 六 任務 部 隊 

空母 : エ ンタ ー プ ライ ズ 

戦艦 : サ ウス ダコ タ 

重 巡 : ポ ー ト ラン ド 





軽 巡 : サ ンジ ュ ア ン 

駆逐 盤 : マ ハン 、 カ ッ シ ン グ 、 ポ 
ー タ ー、 ス ミス 、 プ レス 
トン 、 モ ー レ ー、 シ ョ ー、 
カニ ン ガ ム 


第 十 七 任務 部 隊 


空母 : ホ ーネット 
重 巡 : ノ ー ザ ンプ トン 、 ペ ン サ コ 
ラ 
軽 巡 : サ ン デ ィ エ ゴ 、 ジ ュ ノ ー 
駆逐 盤 : モ ー リ ス 、 ア ンダ ー ソ ン 、 
ヒュ ー ズ 、 オ ー ス チン 、 
ラッ セル 、 バ ー ト ン 


鉄 の 沈む 海 、 鉄 海峡 


南 太平 洋 海戦 は 帝国 機動 部 隊 が 
勝利 を 収め た 最後 の 海 賊 で ある 。 こ の と き 
米 側 が も つ 空 母 は 僅か に 2 隻 。 そ の ホー ネ 
DN 
て 、 一 時 的 に と は いえ 米国 空母 を 0 に し た 
の で ある 。 エ ンタ ー プ ライ ズ は 修理 が 可能 
な も の の 、 修 理 中 の サラ ト ガ が 帰っ て 来る 
に は 時 間 が か か る し 、 量 産 型 の 空母 エモ ッ 
クス 級 が 竣工 する まで に は 、 ま だ 2 ヵ月 は 
か か る 。 米 国 は 英国 に 頭 を 下げ まく っ て 空 
母 ビ クト リア を 借り る は め に な っ だ の で あ 
る 。 米 側 は この 日 を 「 史 上 最悪 の 海軍 記念 日 」 
と 称し た 。 そし て 2 ヵ月 後 、 中 部 太平 洋 で 
米 軍 の 反攻 が 始ま る 。 新 鋭 空母 エセ ックス 
を 筆頭 に 、 6 隻 の 空母 で 区 っ た 米国 機動 部 


隊 は 月 に 4 隻 ずつ 空母 が 増え 続け る バケ 物 
で あっ た 。 

この 動き 出し た 怪物 を 相手 に 、 帝 国 海軍 
は 航空 消耗 戦 に 引き ずり 込ま れ て し まう 。 
日 本 が 戦争 全 期 間 中 に わ だ た っ て 生産 し た よ 
り 多 い 数 の 航空 機 を 毎年 生産 する 国 が 相手 
で ある 、 結 果 は 明白 で あっ た 。 ラバ ウル 航 
空 隊 の 活躍 は 目覚 まし か っ た が 、 ン ソロ モン 
航空 撃滅 戦は その 勇ましい 名 称 と 裏腹 に 、 
数 多く の 熟練 搭乗 員 と 山本 五 十 六 長 官 の 命 
を 飲み 込ん で 、 ト ラッ ク 伺 泊地 空襲 で 終わ 
り を 告げ る の で ある 。 ガ ダル カナ ル を 巡る 
ソロ モン の 海 で は 、 数 多く の 海戦 が 有 り 、 
あま り に も 多く の 船 が 沈ん だ だ た め 、 今 で も 
アイ アン ボトム 、 鉄 深海 峡 と 呼ば れ て いる 。 





T 1 








BATTLE OF 
PHILIPPINE 
1944・6・19~20 


此 


i 
RN 


i 


1944 年 6 月 19 日 、 マ リア ナ 諸 島 の 沖合 で 撃 突 し た 両 軍 の 戦い は 
太平 洋 戦争 史上 最大 の 空母 決戦 と な っ た 。 し か し 、 戦 局 は すでに 後戻り 
き な い と ころ まで 来 て いた 。 日 本 の 敗戦 は 決定 的 に な っ た の で ある 。 


1944 年 6 月 19 日 午前 7 時 25 分 、 サ イ パ ン 島 沖 合 
に 位置 する 小沢 治 三 郎中 将 率い る 第 一 機動 部 隊 は 、 
380 海 里 北 方 に 展開 する 米 第 五 艦隊 を 攻撃 する た め 
第 一 次 攻撃 隊 と し て 堆 戦 4 機 、 同 戦闘 爆撃 機 43 
機 、 天 山 7 機 を 発進 さす た 。 し か し 、 敵 空母 に 損 
害 を 与え る 事 は で きず 、 戦 艦 | 隻 、 重 巡 | 隻 を 小 
破 さ せる に 留まっ た 。 第 一 次 攻撃 隊 で 帰還 で きた 
の は 27 機 だ け だ っ た 。 

午前 7 時 45 分 、 第 一 航空 戦隊 か ら 主 力 の 弟 二 炊 
攻撃 隊 、 究 戦 48 機 、 彗 星 53 機 、 天 山 29 機 が 発進 し 
た 。 し か し 、 戦 果 は 戦艦 | 隻 と 空母 | 隻 を 小 破 し 
た だ け に 終わ り 、 引き 換え に 失っ た 戦力 は 零 戦 33 
機 、 彗星 43 機 、 天 山 29 機 と 、 そ の ほとん ど を 失う 
事 と な っ て し まっ た 。 

三次 攻撃 隊 及 び 第 四 、 第 五 炊 攻 撃隊 は 敵艦 隊 
を 発見 で きず 、 帰 投 中 に 責 戦 闘 機 の 迎撃 を 受け て 
大 損害 を 被る 事 と な っ た 。 

午前 10 時 30 分 、 第 二 航 空戦 隊 か ら 第 六 次 攻撃 隊 


工 之 


と し て 圭 戦 8 機 、 彗 星 9 機 が 発進 し 敵艦 隊 に 攻撃 
を 加え た が 敵 に 損害 を 与え る こと は で きず 、 堆 戦 
4 機 、 彗 星 6 機 が 未 帰還 と な っ た 。 

小沢 部 隊 は この 一 日 の 戦闘 だ け で 替 戦 60 機 、 同 
戦闘 爆 撃 機 44 機 、 彗 星 49 機 、99 畿 爆 9 機 、 天 山 3 
機 を 失い 、 こ れ は 全 艦 載 機 の 56% に あたる 大 損害 
で あっ た 。 

19 日 午前 8 時 10 分 、 米 艦隊 の 潜水 艦 パ ルコ ニア 
が 第 一 機動 部 隊 の 旗艦 、 空 母 大 出 に 魚 二 
| 本 が 命中 し 沈没 。 続い て 午前 | 時 20 丈 、 
は 空母 半 鈴 が 潜水 艦 キャ パラ の 攻撃 を 受け て 沈没 、 
2 隻 の 空母 を 失っ た 小沢 機動 部 隊 は 、 帰 投 し た 攻 
撃隊 を 収容 し て 、 態 勢 を 立て 直す べく 北上 し た 。 

20 日 午後 に な っ て 日 本 機動 部 隊 を 発見 し た 米 第 
五 艦隊 は 、 同 日 午後 5 時 35 分 に 攻撃 を 開始 し た 。 
この 攻撃 で 空母 飛 鷹 が 沈没 し 、 油 槽 船 2 隻 を 大 破 、 
空母 瑞 倫 、 隼 魔 、 龍 且 、 千 代田 、 戦 艦 林 名 、 重 巡 
摩耶 が 損傷 し た 。 日 本 軍 の 完敗 で あっ た 。 








| 海戦 に 参加 し た 両 軍艦 隊 | 


[日 本 军 ] 


兵力 : 空 母 9、 戦 艦 5、 重 巡 I|、 
軽 災 3 、 駆 逐 艦 28 
第 一 機動 部 隊 (小沢 治 三 郎中 将 ) 
本 隊 
甲 部 隊 
第 一 航空 戦隊 : 空 母 大 鳳 、 翔 鳳 、 
瑞 鲍 、 
第 五 戦隊 : 重 巡 妙 高 、 羽 黑 
第 十 戦隊 : 軽 巡 矢 知 、 他 9 隻 
と 部 隊 
第 二 航 空戦 隊 : 空 母 隼 魔 、 飛 鷹 、 
龍鳳 、 
戦艦 長門 
重 巡 最上 
第 四 駆 逐 隊 : 駆 逐 艦 野 分 、 山 雲 、 
満潮 
第 二 十 七 駆 逐 隊 : 駆 逐 艦 时 雨 
他 3 焦 
前 衛 
第 一 戦隊 : 戦 艦 大 和 、 武 蔵 
第 三 戦 隊 : 戦 艦 金剛 、 棟 名 


第 四 戦 隊 : 重 巡 愛 宇 、 高 雄 、 
摩耶 、 鳥 海 

第 七 戦隊 : 重 这 熊野 、 鈴 谷 、 
利根 、 筑 摩 

第 二 水 雷 戦 隊 : 轻 巡 能代 、 他 8 隻 


第 三 航空 戦隊 : 空 母 千歳 、 千 代田 、 


瑞鳳 
補給 部 隊 
油槽 船 5 隻 、 駆 遂 艦 響 、 印 月 
別 動 浪速 船団 


油槽 船 浪速 、 軽 巡 名 取 
駆逐 盤 初 材 、 樹 、 夕 凪 


[連合 軍 ] 
兵力 : 空 母 |5、 戦 艦 7、 重 巡 8、 
軽 巡 1I2、 駆 遂 艦 65 

第 五 艦隊 (R・A・ ス ブ プルー アス 大 将 ) 

第 五 十 八 任務 部 隊 
(M・A・ ミ ッ チ ャ ー 中 将 ) 

第 一 群 : 空 母 ホー ネッ ト 、 ヨ ー ク 
タウ ン 、 ベ ロー ウッ ド 、 
バタ ー ン 、 他 14 隻 


第 二 群 : 空 母 ワスプ 上 | 、 バ ンカ ー 
ヒル キャ ボッ ト 、 モンテ 
レー、 他 15 隻 

第 三 群 : 空 母 レキ シン トン 、 エ ン 
ター プラ イズ 、 プ リン ス 
トン 、 サ ンジ ャ シン ト 、 
他 18 隻 

第 四 群 : 空 母 エセ ックス 、 カ ウ ベ ペ 
ンス 、 ラ ング レー、 他 18 隻 

第 七 群 : 戦 艦 ワン ント ン 、 ノ ー ス 
カロ ライ ナ 、 ア イオ リリ 、 
ーー の ポー ジー サウ 
ス ダ コ タ 、 ア ラバ マ 、 イ 
ン デ ィ ア ナ 


VT 信 管 の 登場 と 海軍 航空 隊 の 最期 。 











Ea マリ アナ 沖 で 、 史 上 最大 規模 の 


空母 決戦 が 行わ れ た 時 、 日 本 軍 は 米 軍 よ り 
_ 先 に 敵艦 を 発見 し た 。 小 沢 中 持 は アウ トレ 
ンジ 戦法 を 行え を ば 必ず 勝て る と 信じ て 、 3 
倍 以 上 の 敵 に 立ち 向かっ て 行っ た 。 日 本 は 
米 側が 自軍 より 優れ た レー ダー を 持っ て い 
る 事 も 知っ て いた 。 それ で も な お 、 勝 て る 
と 確信 し て い だ の で ある 。 確か に 海戦 当時 


の 日 本 還 な ら ば 勝て た か も 知れ な い 。 だ が 、 


この 時 すでに 、 度 重なる 消耗 戦 に よっ て 、 
海軍 航空 隊 の 技量 は 小沢 中 将 ら の 想像 を 知 
か に 下回っ て いた の で ある 。 し か も 、 米 軍 
は 日 本 軍 に は 考え も つか な い 新 兵器 を 用 意 
し て いた だ 。 VT( 近 接 作動 ) 信 管 で ある 。 

日 本 に VT 信管 の 知識 が 無かっ た 訳 で は 無 


い 。 レ ー ダ ー を 発明 し た の は 日 本 人 な の だ 
か ら …。 知識 が あっ て も 作れ な か っ だ の で 
ある 。 VT 信 管 の 不発 弾 手 に 入れ 、 複製 す 
る 事 は 実験 宝 レ ベル な ら 可 能 で ある 。 だ が 、 
対 G 限 度 2 万 C を 越え る 真空 窒 を 、 艦 隊 が 
装備 する に 足る 数 だ けり 量産 する 事 は 、 当 時 
の 日 本 の 電子 技術 で は 不可 能 で あっ た 。 
燃料 不足 で ろく に 訓練 すら 行わ れ て いな 
い 若い 搭乗 員 達 は 二度と 還 ら な か っ た 。 出 
撃 機 の 87% を 失っ た 海軍 航空 際 は 、 続く 台 


- 南 沖 航空 戦 で 事実 上 壊滅 す る 。 空 母 は 有る 


が 搭載 機 が 無い 。 米 軍 は この 戦い を マリ ア 
ナ の 七面鳥 撃ち と 呼び 、 こ れ 以 後 サ イ パ ン 
を 発進 し た B29 が 帝都 の 空 を 覆う 事 に な る 。 
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BATTLE OF 
LEYTE 
1944.10.11~23 





1944 年 10 月 17 日 、 米 軍 は マッ カー サー 元帥 の も と 、 レイ テ 湾 の 
スル アン 島 に 上 陸 し た 。 大 本 営 は 直ちに 「 兵 一 号 作戦 」 を 発令 し た 。 
「 搾 一 号 作 戦 」 と は 、1944 年 に 立案 され た 一 連 の 決戦 作戦 の 第 一 号 で あっ た 。 


兵 一 号 作戦 と は 了 田 部 隊 に よっ て 敵 空母 部 隊 を 引 
き 付 け 、 そ の 間 に 主 力 部 隊 が レイ テ 湾 に 強 組 を か 
け 、 敵 の 上 陸 部 隊 を 撃滅 する 作戦 で も あっ た 。 こ の 
岡部 隊 の 任 を 受け た の は 小沢 中 将 率 いる 第 一 機動 
部 隊 。 そ し て レイ テ 湾 に 突入 する 主力 部 隊 は 栗田 
中 将 麻 下 の 第 一 遊撃 部 隊 、 西 村 中 将 の 第 三 部 隊 及 
び 志 摩 中 将 の 第 二 遊 撃 部 隊 が その 支援 に あたっ た 。 

10 月 i 午前 5 時 30 分 、 栗 田 艦隊 は 米 潜水 艦 へ 
の 警戒 態勢 に 入っ た 。 同 日 午前 6 時 34 分 、 パ ラ ワ 
CK 潜水 艦 ダ ー タ ー の 攻撃 を 受け る 。 6 本 の 
魚雷 は 「 愛 宇 」 と 「 高 雄 」 を 直撃 し 、 愛 客 は 沈没 、 高 雄 
は 航行 不能 に な っ た 。 続い て 4 本 の 魚雷 が 「 摩 耶 」 
-命中 、3 分 後に 沈没 し た 。10 月 24 日 未明 、 栗田 艦 
隊 は シブ ヤン 海 に 入っ た 。 そ の 動き は 米 第 三 艦隊 
に 窒 知 され 、 午 前 10 時 40 分 、 栗 田 艦 隊 に 空 胃 を 開始 
し た 。 五 炊 に わた る 攻撃 で 、 戦 艦 大 和 、 武 蔵 、 長 門 、 
重 巡 妙高 、 駆 逐 艦 清 穫 、 浜 風 が 損害 を 受け た 。 第 5 
次 攻撃 を 受け て いた 午後 3 時 30 分 に は 栗田 艦隊 は 
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反転 を 開始 し て いた 。 艦隊 が レイ テ に 背 を 向け た 
事 を 確認 し た 米 第 三 艦隊 は 攻撃 を 中 止 し 、 北 方 エ 
ン ガ ノ 沖 の 小沢 騰 隊 に 攻撃 目標 を 変更 し た 。 午後 
6 時 30 分 、 栗田 艦隊 は 再び 反転 し 予定 通り レイ テ 
湾 を 目指 し た 。 一 方 の 西村 艦隊 は 10 月 25 日 午前 4 
時 に レイ テ 湾 に 突入 予定 で スリ ガオ 海峡 進行 中 で 
あっ た 。 午 前 3 時 1 分 、 待 ち 受け て いた 米 戦艦 部 隊 
の 砲門 は 一 斉 に 火 を 吹い た 。 圧倒 的 な 集中 砲火 の 
前 に 、 西 村 艦 隊 は 駆逐 艦 時 雨 を 残し て 全 減 し た 。 レ 
イ テ 湾 突入 を 目指 し 南下 を 続け る 栗田 艦隊 は 、25 
日 午前 6 時 44 分 に サマ ー ル 島 沖 で 、 米 第 一 護衛 空 
母 隊 と 交戦 を 開始 し た 。 こ の 戦闘 で 栗田 艦隊 は 駆 
作 艦 2 隻 、 空 母 | 隻 を 撃沈 し た 。 し か し 、 栗 田 艦隊 
は 分 散 療 敵 し 午前 10 時 45 分 、 再び 陣形 を 立て 直し 
た 時 に は 戦艦 4 隻 、 重 巡 2 隻 、 駆 逐 艦 8 隻 だ け に な 
っ て いた 。 栗 田 艦隊 は レイ テ 湾 突入 を 断念 し 、 午 後 
0 時 26 分 北方 へ 艦隊 を 反転 させ た 。 こ うし て 連合 
艦隊 最期 の 決戦 も 失敗 に 終わ っ た の で ある 。 


| 海戦 に 参加 し た 両 軍艦 隊 | 


[日 本 軍 」 


第 一 遊撃 部 隊 (栗田 健男 中 将 ) 
第 一 次 部 隊 (栗田 健男 中 将 直 率 ) 
第 一 戦隊 : 戦 艦 大 和 、 武蔵 、 長門 
第 四 戦 隊 : 重 巡 愛 宇 、 高 雄 、 
摩耶 、 鳥 海 
第 五 戦隊 : 重 巡 妙高 、 羽 黒 
第 二 水 雷 戦隊 : 軽 巡 能代 
他 9 焦 
二 部 队 (鈴木 義 尾 中 将 ) 
第 三 戦 隊 : 戦 艦 金剛 、 棟 名 
第 七 戦隊 : 軽 巡 熊野 、 鈴 谷 、 
利根 、 筑 摩 
第 十 戦 隊 : 軽 巡 矢 知 
他 6 隻 
第 三 部 隊 (西村 祥 治 中 将 ) 
第 一 戦隊: 戦艦 山城 、 扶 又 
重 巡 最上 
第 四 駆 乏 隊 : 駆 逐 艦 満 測 、 朝 雲 、 
山 雲 
第 二 十 七 駆逐 隊 : 駆 逐 艦 時 雨 
機動 部 隊 小沢 治 三 郎中 将 ) 


の 


日 本 の 絶対 国防 圏 の 内 、 サ イ パ 


第 三 航空 戦隊 : 空 母 瑞 鈴 、 千 歳 、 
] 千代 田 、 瑞 凰 
第 四 航空 戦隊 : 戦 艦 伊勢 、 日 向 
巡洋艦 戦隊 : 軽 巡 多摩 、 五 十 鈴 
第 一 駆逐 艦隊 : 軽 X% 大 淀 
駆逐 艦 桑 、 禁 、 杉 、 柚 
第 二 驱逐 连队 : 第 大 十 一 駆逐 隊 
駆逐 艦 卯 月 、 初 月 、 
秋月 、 若 月 
第 四 十 一 駆逐 連隊 : 駆 逐 艦 霜 月 
第 二 遊 撃隊 (志摩 清 英 中 将 ) 
第 二 十 一 戦隊 : 重 那智 、 足 柄 
第 一 水 電 戦 隊 : 軽 X% 阿 武 限 
他 7 隻 


[連合 軍 」 


第 三 艦 隊 (W・F・ ハ ル ゼ ーー 大将 ) 
第 三 十 八 任務 部 隊 
(M・A・ ミ ッ チ ャ ー 中 将 ) 
第 一 群 (J)・S・ マ ッ ケ ー ン 中 将 ) 
空母 : ワ スプ 、 他 23 隻 
第 一 群 (G・F・ ボ ー ガ ン 少 将 ) 


空母 : イ ント レビ ッ ド 、 他 25 隻 
第 三 群 (F・C・ シ ャ ー マ ン 少将 ) 
空母 : レ キシ ント ン 、 他 24 隻 
第 四 群 (し ・E・ デ ビン ソン 少将 ) 
空母 : フ ラン クリ ン 、 他 18 隻 
第 七 十 七 任務 部 隊 
戦艦 部 隊 ( オ ルン デン ドル フ 少 将 ) 
戦艦 : ベ ペンシルバニア 、 他 75 隻 
第 七 十 七 任务 部 队 
第 四 群 第 三 集团 
タフ ィ 3 (C・F・ ス プレ イグ 少将 ) 
護衛 空母 : フ ァ ン ショ ン ・ ベ イ 
他 12 焦 


史上 最大 の 海戦 、 絶 対 国防 団 の 崩壊 。 


入 し て いた だら 、 私 は レイ テ と 百 万 の 部 下 と 


ン は 既に 失わ れ て いた だが 、 フ ィ リ ピン を 和 失 
う 事 は 日 本 に 入っ て くる 南方 資源 の 全て を 
失う 事 を 意味 する 。 レ イ テ 突 入 作戦 、 文 字 
通り 連合 艦隊 の 全て を 賭け て 行わ れ た 「 搾 一 
号 作 戦 」 は 99% 成 功 し て いた 。 初 め て 特攻 隊 
に 襲わ れ な た 米 艦隊 は パニ ッ ク を 起こ し 、 四 
と な っ た 小沢 、 西 村 両 艦隊 は 全 減 し つつ も 
英 艦 隊 の な びき 出し に 成功 し た 。 栗田 艦隊 
は レイ テ 湾 に 49km ま で 人 迫っ て いた 。 大 和 の 
主砲 射程 まで あと 8 km。 レイ テ 湾 に は 、 丸 
SD 
し か し 、 何 履か 森田 中 持 は レイ テ 演 を 目前 
に し て 撤退 し て し ま う 。 戦 後 マ ッ カ ー サ ー 
は 述べ て いる 。「 も し 、 この 時 栗田 艦隊 が 突 


アメ リカ の 威信 の 全て を 失っ て い だ た だ ろう 」 
武蔵 撃沈 直後 、 連 合 艦隊 司令 部 か ら 6 栗田 
艦隊 へ 打 た れ だ 一 通 の 電信 が ある 。「 天 佑 を 
信じ 全 軍 突入 せよ 、 こ こ で 引き 返せ ば 今後 


水上 部 隊 突 入 の 機会 は 二度と あら ざる べし 」 


… な ぜ 栗 田中 将 が 転進 を 決意 し た の か に つ 
いて は 戦後 に いた っ て も 一 切 語 られ る 事 は 
無かっ た だ 。 連 合 艦隊 は この 日 消滅 し た 。 
この 戦闘 で 武蔵 が 受け た 攻撃 は 直撃 弾 16 
発 、 魚 軍 は 20 本 に 及ぶ 。 史 上 これ だ け の 攻 
撃 を 受け て な お 5 時 間 も 戦 闘 を 続け られ た 
艦 は 存在 し な い 。 そ し て 絶対 国防 圏 を 設定 
し て 守り 切れ た 国 も また 歴史 に 存在 し な い 。 
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